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ちに流行した筆様制作との関係性を明らかに ていく。この問題を考えるため、まず、序の「新様」に対する先行研究の理解を概観し 次に、 「様」という漢字の字義を検討する。さらに、史料上に「新様」


































































之、陸探微の「周密」の画風に対し 張僧繇 呉道玄のそれを「筆纔一二」と述べ、 「画有疎密二
体
」と、画体には疎と密の二種があると
明確に提示する。そして、 「論 体工用搨写」一節では「画体」を 自然」 「神」 「妙」 「精」 「謹而細」の五つにランク付けしたのである
17。
　
さらに、宋の郭若虚の『図画見聞志』にも、 「論曹呉体法」 、 「論黄
徐体異」 、 「論画龍体法 などの画体を論ずる節 「黄徐体の異を論ず」では、五代の花鳥画家黄筌の華麗な画体の「富貴 に対し、徐煕の淡雅な画体は「野逸」であると、二種類の様式 違いを論じている
18。南北朝時代以降、画論、書論、詩論いずれも「体」の語によっ




















は、もともと栩（くぬぎ）の果実を指していた。しかし、以降、その意味では使われず、 「様」は「式様」と「像」の代わりと て使われるようになった。 『説文解字注』によると「様」は「像」の俗字で、 「像」と同様に発音され、どちらも「かた を意味す
る
22。このほか、 『龍龕
手鑑』 、 『広韻』 『集韻』 、 『字彙』 、 『康熙字典』など中国各時代の字書は、 「様」を規範と解釈している
23。
　『康熙字典』には、三つの例が挙げられている。北宋・嘉祐六年（一〇六〇）に成立した『新唐書』 「柳公権伝」では、 「公権在元和間書法有名、劉禹錫称為柳家新様」と記録し、柳公権の書法を新しい規範として「新様」と称した。南宋の李燾撰『続資治通鑑長編』には 宋太祖謂陶穀曰、聞草制皆検旧本、
依様画葫蘆」の記述がある。この「様」
も規範となる 図 を意味する。さらに、元・延佑四年（一三一七）に馬端臨が完成した『文献通考』にも 政和八年、令礼部造履三十副下開封府舖戸為様」と記されている。これは、礼部の造った靴が舖戸の規範になったという記述である。この三つの例の「 はすべて「法」 、すなわち規範と解釈されている。　
この意味の「様」が成立した経緯を推測してみよう。 「様」はもと
もと栩の果実を意味してい が、この意味では 代わり おもに俗字の「橡」が使われるよう り、 「様」は使用されなくなっ そして、かたちの意味の「像」には「法式、規範」という意味が増え
24、その意
味では仮借字の「式㨾」や「㨾」が使われ、唐以降には異体字である「様」がおもに使われるようになったと考えられよう。かたちの意味と規範の意味、 「様」にはこの両方の意味が同時に存在するのである。　
日本でも、 『類聚名義抄』 、 『聚分韻略』 、 『字鏡集』 、 『音訓篇立』な




























く下女、これはまるで「屏風様」である、とこの詩はいう。後世、この「屏風様」は画題となって広まった。元・陸友仁が元統二年（一三三四）に自序を記した『研北雑誌』の「重屏図（中略）周文矩所画初本、前有徽宗御書白楽天偶眠一章」 （ 『四庫全書』 ）という記述より、五代南唐の人物画家である周文矩の「重屏会棋図巻 （北京故宮博物院蔵、北宋時代の模写）の中の屏風にも詩と同じ光景が描かれていることがわかる
30。つまり、 「白氏文集」では、 「様」は規範とかたちの両
方の意味で用いられているのである。　
画論では、唐の張彦遠撰 『歴代名画記』 は 「様」 を多数用いている
31。巻







八〇） 、彼が大聖慈寺の和尚堂の壁画を描く時に、 「泗州真本」を手本にし、 「様に依り描写
」
33したことがわかる。また、同書の蒲延昌の条
























































例が多くみられる。たとえば、最澄撰 伝教大師将来目録』には 金輪仏頂像様一巻」 、 「火頭金剛像様一巻」など仏画の粉本とみられる請来品が多数記録されてい
42。平安時代末期よりさかんに編纂された図
像集では、 のイメージを収めるときに、そのかたち、姿勢 着衣形式などの「図様」とともに、その来歴が重視された。 とえば、心覚によって撰 された密教図像集『別尊雑記』には、 「智泉大徳様」の地蔵菩薩図像が見ら る
43。空海の弟子である智泉という高僧が所持し
た図像だからこそ、規範として「様」と称された 考えられる。これらの事例を検証すると 美術作品について「様」 語が使われるときそれはおもに規範とな 図像や型を意味するとみてよいであろう。三、 「新様」の再考察（一） 「新様」の出典　「瓢鮎図」以前にも「新様」の用例は認められる。本節ではそれら
を踏まえて、その意味を考察したい。　「瓢鮎図」の序に見える「新様」について、島尾新氏は、北宋の著名な詩人・蘇軾（蘇東坡）の「紅梅三首」第三首の「乞興徐煕画新様、竹間璀燦出斜枝」をふまえていると指摘し、この詩の「新様」の内容が「 にあり ここには絵画のモチーフ・主題・構図といった諸要素が集約されているのであ 述べる
44。さらに、大岳自



































53。例えば、 「自今以後、 天下婦女、 改旧衣服施用新様」
（天平二年〈七三〇〉四月十六日条） 、 「勅、銭之為用、行之已久、 （中略）宜造新様与旧並行」 （天平宝字四年〈七六〇〉三月十六日条） 、 「造東海、南海、西海等道節度使料綿襖冑各二万二百五十具於太宰府、其製一如唐国
新様












































記序の「本文は紀侍郎が抄出する所なり、新様は巨大夫が画図す 所なり」から、 「 様」とは「本文」と対比的に用いられていると考えられ、様式よりも「本文」 則し 作成さ 新たな図像を意味すると理解するのが妥当であろう。　
記序に「題脚に且た本文を注し、他時に其の疑惑を断たん す」と









郎氏は道真の屏風絵詩 特徴の一つとして 画中人物 立場になっての表現がしばしばみられることを挙げている
61。以上の考察から、巨勢

























第二「十二面形等」によれば、 十四世紀後半の時点で東寺宝蔵には「古屏風様」と「新様」の二つの屏風が存在し、 「新古二双」の「列次」に大差があったという。 「新様」 とされるのが現在の東寺本 ある
65。 『東
































































本となる図様を意味する。先述したように、 「新様」を継承した作品は多数存在し、 「新様」は一定の規範性を持っていたと思われる。 「瓢鮎図」の「新様」による制作は、人麿像 東寺本「十二天図屏風」 、文亀本「北野天神縁起絵巻」などの制作と比較しうる活動と位置づけられる。すなわち、絵画制作・受容の現場では「新様」が非常に価値のあるものと認識され 「瓢鮎 」の序に見える「新様」とは、そうした古くから 伝統を受け継いでいるも と理解される である。日本の中世において、 「新様 は単なる新しい図様やパターンを意味するだけではなく、 「新しい規範 誕生を意味す 特別な概念だったと言えよう。四、筆様制作と「瓢鮎図」（一）史料から見 筆様制作の様相　
ところで、 「瓢鮎図」の場合、図様だけではなく、制作方法も後世




















































日録』をみる限り、 「筆様 は「図様」 しての性格がもっとも大きいと推測される。（二）筆様制作の特徴　
室町水墨画における筆様制作の特徴としては、まず「名家重視」の








おこなわれたことも忘れてはならない。 「十僧図」はおもに、画題の選択、筆様の選択、画本の調達、画様の評議、草案の制作、草案の批評、作品の完成などの過程を経て完成した。その過程の中 、描くべき画題 画本として 「筆様」 、描くべき「画様」などはおもに発注者仲介者との評議で決定したこともわかる。この「筆様」による制作は画家独自の判断が少ないと考えられる。こ 制作事情は南宋画院の絵画制作とかなり似ている。 『長物志』巻五の記録から 、南宋の画家の仕事は、皇帝勅命の応制もしくは献上の目的で、先に稿本を提出し、そ あと完成画を献上す こと 判明する
91。その性格は筆様制


















え、武井家旧蔵 伝孫君沢筆「東坡図」 「杜子美図」 （現在所蔵不明、挿図
10）対幅も大いに関係することを指摘したい。全体の構成、柳の












には、 「新様」を使うという要求があり、描くべき「様」を決めて、如拙は馬遠や梁楷、孫君沢などの絵画に基づいて「瓢鮎図」の草稿を描き、義持の意見を受け、草稿を修正し、絵の部分が完成したと推測される。　「十僧図」と「瓢鮎図」の共通点については、いくつか注目したい点がある。まず、両図ともに将軍の発注により、将軍家の御用絵師によって制作された。そして、図様分析から 「瓢鮎図」は馬遠、梁楷、孫君沢などの名家の作品を部分的 借用したことがわかる。さらに、





































松下隆章『水墨画』 （ 『日本の美術』一三） 、一九六七年、三八頁。
６
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 蓮實重康「水墨山水画の成立（一―三） 」 『国華』






















武田恒夫「障壁画における画体 美学 一九 六 。
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